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東海・六ケ所再処理⼯場の重⼤事故
貯蔵中の⾼レベル廃液のとてつもない危険性

⼤型の廃液タンク（120m3）は
1億キュリー以上の放射能を含み，
それは何⼗億⼈もの致死量にあ
たるものである。 ⾼⽊仁三郎

2019.12.5 院内集会報告
三陸の海・岩⼿の会 永⽥⽂夫

東海再処理⼯場 ⾼レベル放射性廃液は2019.6現在
東海に約340m3，六ヶ所に約220m3貯蔵中



東海・六ヶ所工場の高レベ
ル廃液中にセシウム137は
福島原発事故大気放
出の各々77倍と35倍
含まれている。

他にストロンチウム９０、ル
テニウム、アメリシウム等
多数の核種を含む。重大
事故時にこれらほとんどが
放出される可能性が強い。

東海・六ケ所再処理⼯場で福島原発事故程度の放射
性物質の放出が起こった場合の汚染分布 しかし！
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福島原発事故セシウム汚染分布に東海と六ケ所⼯場を重ねると
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INES 6レベル
Sr90の汚染分布
であることに注意

1957年,事故後⼭にピクニックに
⾏ったグループ全員が死亡した。降
下した放射能堆積物に座っていたこ
とがわかりました。 バズビー著
「封印された放射能の恐怖」p196
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0.1Ci/km2=3700Bq/m2

飯舘村⼟壌Sr90は
300〜790Bq/m2

Sr90のほうがCs137と比較し実
効線量では２～５倍高く、排水濃
度限度で３倍厳しい値だ。体内半
減期Sr90：約18年

ATOMICA(04-10-03-03 )
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英国
セラフィールド

再処理⼯場 ノルウェー政府は英
国へ廃液を早急に固
化することを求めて
いる
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ernRapport_2009_7.pdf

強制避難地域

移住必要地域
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再処理工場の重大事故を過小評価し審査
新規制基準適合性審査（質問に答えず）

＊そのため，UPZ緊急時防護措置準備区域を半径5kmと原発
の1/6とし審査している。
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⻄ドイツ重⼤事故評価
廃液は600m3

⾼⽊仁三郎⽒の
六ケ所再処理⼯場評価は
廃液100m3，
Cs，Sr，Ru１％放出とする
控えめな評価である
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規制委員会・⽇本原燃は第2段階蒸
発乾固までRu放出のみ評価審査中



⾼レベル廃液貯槽の冷却が⽌まると
六ケ所⼯場の最も早い貯槽では

・約24時間で沸騰が始まる。
・発⽣する⽔素が爆発濃度に

達するのは約35時間後
東海⼯場については

・約48時間で沸騰が開始され、
・発⽣⽔素が爆発濃度に達するの

は約33時間後
以上国へ報告されている。

＊原⼦⼒学会誌では約15時間で沸
騰し，掃気が⽌まると約７時間で
⽔素爆発濃度に達するとある。

120m3貯槽
直径約6.8ｍ
⾼さ約4.8m
板厚22ｍｍ
材質
SUS316ULC



両再処理工場 廃液中の放射能濃度

1cm3に32
億Bｑ含む

1cm3に26億Bq含む

六ヶ所ではストロンチウム90濃度を隠蔽

セラフィールド
Sr90

4.6☓1015Bq/m3

セラフィールド
Cs137

6.3☓1015Bq/m3
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2019.6現在東海約340m3，六ケ所約220m3貯蔵

⾃⼰崩壊熱が
発⽣しています



高レベル廃液１滴（経口摂取）で４Svを
超え致死量７Svに近い値になる！

高レベル廃液
1滴 0.05ml

セシウム137
130000000Bq
経口摂取で
1700mSv被ばく

ストロンチウム90
90000000Bq
経口摂取で
2500mSv被ばく

Cs137とSr90の２核種だけで半数致死量の
4000mSvを超えてしまいます。
他の核種も多数含まれており1滴で致死量
7000mSvに近い値になる。

ガラス固化体１本には約0.52m3
の廃液が閉込められています。
この側に⽴つと約20秒で死亡し
ます（７Sv)。1m離れたところ
では約4分で死亡します。

（図はNUMO HPから）
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34m3
59本製造

９％

未処理338m3
571本⾒込 91％

30m3 
57本製造

9% 

95m3
289本製造

27%

未処理223m3
430本⾒込 64%

六ケ所
発⽣した
⾼レベル
廃液
348m3

A炉，B炉試験終了報告は未審査

両再処理⼯場とも⾼レベル廃液のガラス固化に失敗
その根拠図 国産技術にこだわっている状況ではない

東海再処理⼯場
2016.1以降
⾼レベル廃液量と
ガラス固化体数

六ケ所再処理⼯場
アクティブ試験発⽣
⾼レベル廃液量と
発⽣ガラス固化体数

東海
2016.1時点
⾼レベル廃液
372m3

2007.11.4〜2008.1.18

2008.2〜2013.7

2012.12-2013.1
B炉試験終了
2013.5
A炉試験終了

残廃液が増加
Cs量変わらず
ガラス閉込め量

0.33m3/本と
少ない

2016.1.28〜2017.6.4
100本製造予定

⽩⾦族堆積で中断

2019.7.6再開 7本製造し7⽉末トラブルで
中断中。11⽉中旬までに50本製造予定だった ガラス固化閉込め計画 東海0.59m3/本，六ケ所0.52m3/本
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⾼レベル廃液貯槽建屋は
脆弱

六ケ所再処理⼯場東海再処理
施設



市民運動共同による成果と思われる事項（時代の流れもあるが）
１）竣工を延期させることができた。アクティブ試験開始時

（2007.8⇒2021.上期）廃止の可能性も
２）新規制基準審査を厳重にさせることができた。
（国民監視の目を意識させた：会議動画公開）
３）東海再処理工場の廃止へと追い込めた
４）高レベル廃液の早期安定化を東海で開始
（当初20年⇒12年半）
５）深層防護（最悪時の対応）で進展があった
（高レベル廃液貯槽を水没させる等）
＊重大事故を絶対に発生させない
→廃液の早期安定化を求める



まとめ
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⾼レベル廃液の早期安定化を⾏うこと
国内ガラス固化独⾃技術は破綻している。これではいつまでも
安定化できない。英仏⽅式の導⼊を検討すべきである。

⾼レベル廃液のとてつもない危険の真実を公開し、
新規制基準適合性審査を厳格に実施せよ。

過⼩評価をし認可をすることは⼈々への背信⾏為である。

⽇本原燃（六ケ所再処理⼯場）はアクティブ試験（使⽤済み燃料を使
⽤）でトリチウムをすべて海洋へ垂れ流し

モニタリング結果をすべて不検出（２Bq/L以下）とデータ操作を
し虚偽報告をしている。国はこの疑惑を調査し応えるべき。



おわりに
⼦孫や私達の安全を守るため声を発し続

けていくことにより，国や⾃治体も動きは
じめて，事業者の動きもありました。しか
し動きが遅く，危険が迫ってきています。
黙っていることは⼤事故への道です。
この国この地で安⼼して暮らせるように⼀
⼈⼀⼈が学習し勇気を出し声をあげ多様で
豊かな命あふれる清澄な環境と安全安⼼な
国⼟を取り戻しましょう。



再処理工場に関わる資料
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両再処理工場の高レベル廃液とガラス固化体推移
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東海再処理⼯場

＊東海ではガラス固化を2016年1⽉，
9年ぶりに開始
2013.2残廃液394m3(参質183-31)

2014.10残廃液373m3（IAEA報告）
2016.1残廃液372m3(参質196-53)

2016.1〜2017.6 稼働固化体59本
製造後中断（100本予定，⽩⾦族に
よるトラブル）
2018.4残廃液338m3 （参質196-53)

2019.7.6〜７下旬稼働固化体7本(廃
液4m3 ?)製造後中断（50本予定，
原因調査中）

六ケ所再処理⼯場

＊六ヶ所ではガラス固化体を
2007.11〜2008.1稼働固化体57本

製造後中断
2008.10〜2008.12稼働後

中断(⽩⾦族）
2009.1〜稼働，中断繰り返し
2012.1 残廃液233m3

◯B炉試験終了2012.12〜2013.1
2013.2残廃液202m3(参質183-31)
◯A炉試験終了2013.5
〜2013.6 固化後⻑期中断中
2015.3残廃液223m3 （参質189-55)
2018.4残廃液223m3 （参質196-52)

廃液閉込め
0.59m3/本

廃液閉込め
0.52m3/本 参質183-31とは，183国

会参議院質問主意書31号



六ケ所再処理工場，虚偽報告（その１）
◯ 2017年になり配管や排気ダクトの
腐蝕⽳や機器の故障が⻑期にわたり放
置されてきたことが発覚。
◯ 同年8⽉には⾮常⽤電源建屋への⾬
⽔漏えいに端を発し，屋外の配管ピッ
トを点検せずに「異常なし」と14年間
も虚偽記載してきたことが発覚 。
◯ 会社ぐるみの虚偽報告発覚
2015.12ウラン濃縮⼯場で発覚した保安
規定違反をめぐり、規制委から指摘を
受けた業務改善を実施していないのに，
「実施した」との虚偽報告を⽯原副社
⻑をトップとする安全品質本部が⾏
なっていたことが発覚 （2017年10⽉）

◯ 更⽥規制委員⻑は「最も厳しいの
は審査結果を不許可とすること」
◯ ⽥中知担当委員（委員⻑代理）は
「もし安全確保上の問題を解決できな
いなら，しかるべき対応を取る」

（以上2017年10⽉）

◯ 原燃⼯藤社⻑2017年12⽉に再処理
⼯場の完成時期の⽬標を2018年度から
約3年伸ばし2021年度上期へ延期を表
明した。

ペーパーさえ通れば，
工場現場は二の次



六ケ所再処理 虚偽報告（その2）

◯ 海⽔トリチウム濃度測定値疑惑
原燃は、下北沖海洋へトリチウムを2006年度に
498兆ベクレル、2007年度に1321兆ベクレル、
2008年度に360兆ベクレル放出しています。原
燃と⻘森県は分担し海洋放出⼝の直上やその南
北各5キロメートル、20キロメートル先で海⽔
を50〜60 回測定し、トリチウムが全て不検出
（２Bq/㍑ の検出限界）とはあまりに不⾃然。
原燃と⻘森県による海洋モニタリングデータを
操作している可能性が強い。
※同じ海洋海域のトリチウムを調べている東北
電⼒，環境科学研究所では同時期にかなりの頻
度で検出している事実，東海再処理⼯場，英仏
再処理⼯場の海洋⽔データも同様。
※原⼦⼒学会の「下北沖海域における海洋中放
射性核種移⾏予測システムの構築と ケーススタ
ディ」を⾒ても不検出は不⾃然だ。
→三陸沿岸からの反発を恐れたためでは？
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ガ
ラ
ス
固
化
体
発
生
本
数

発生 年 月

六ケ所再処理工場ガラス固化体発生数累計346本 アクティブ試験2006.3〜2018.4
使用済み核燃料425トン処理、発生高レベル廃液は約348ｍ3

2007.11.4〜2008.1.18
⾼レベル廃液約30m3使⽤し
ガラス固化体57本製造

2012.12.7〜2013.1.4
B炉試験終了
廃液使⽤量 不明
ガラス固化体25本製造

2013.5.8〜5.26
A炉試験終了
廃液使⽤量 不明
ガラス固化体25本製造

残廃液233ｍ3 残廃液202ｍ3
Cs137:520PBq

残廃液203m３

規制
委員
会設
置

原燃経営陣
刷新 合理化

A炉、B炉ガラス固
化試験終了報告書は
国でまだ審査されて
いない

残廃液223ｍ3
Cs137:520PBq

六ケ所再処理 虚偽報告（その３）
ガラス固化試験成功と報告，減っていない高レベル廃液，セシウム

⽩⾦族投
⼊

2018.4残廃液
223m3



六
ケ
所
再
処
理

原
発
事
故
後
、
原
子
力
規
制
行
政
発
足

前
後
の
混
乱
期
に
ガ
ラ
ス
固
化
試
験
を

終
了
さ
せ
た

2012年5〜7⽉ ガラス溶融炉Ｂ系事前確認試験終了

2012.7.4 ⾼レベル実廃液のガラス固化を3年半ぶりに再開

2012年8⽉ ガラス溶融炉Ａ系事前確認試験終了

2012年9⽉ 原⼦⼒規制委員会設置

2012.12.7 ガラス溶融炉B系列試験開始（固化体25本）
（2013.1.4試験終了、1.16終了報告）

2013.1.31
2013.5.8 ガラス溶融炉A系列試験開始（固化体25本）

（2013年5.26試験終了、5.31終了報告）
2014.1.31

⾼レベル
実廃液使⽤

⾼レベル実廃液
使⽤せず

⾼レベル実廃液
貯蔵量202m3

⾼レベル実廃液
貯蔵量203m3



六ケ所再処理 ガバナンスの崩壊／施設の老朽化

１）施設の老朽化が進んでいる
1993年工場建設当初1997年工場完成の予定であった。それが今年で22年経
過，23回目の延期になった。 腐蝕や落雷等によるトラブル続出
２）日本原燃経営陣のガバナンス（統治能力・倫理意識）が崩壊しているの
ではないか。国策会社のおごり，安全面軽視，超巨大特殊核化学工場
◯ 副社長をトップとする安全管理部門が指摘されたウラン濃縮工
場の業務改善を行わず国へ虚偽報告

◯ 従業員の士気の低下 雨水が溜まっていたピットを調べずに
14年間異常なしと虚偽報告

◯ 原燃広報は国へ報告された高レベル廃液の水素爆発や沸騰到達
時間を共有しないまま市民に対応、内部の情報伝達が疑問



国
民
が
国
の
審
査
会
を
監
視

し
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り

伝
え
る
。
そ
れ
が
良
心
的
担

当
官
の
意
識
を
変
え
る



原爆・原発事故と再処理⾼レベル廃液の⽐較
• ストロンチウム90について⽐較（再処理⼯場は2013.2.1現在の値）

28

原爆・事故/再処理⼯場廃液 Sr-90   Bq 福島事故と⽐較 チェルノブイリと⽐較

1 広島原爆 0.058☓10^15 0.41 0.0058

2 マヤーク再処理施設事故 20☓10^15 143 2

3 チェルノブイリ原発事故 10☓10^15 71 1

4 福島原発事故（⼤気放出） 0.14☓10^15 1 0.014

5 六ケ所再処理⾼レベル廃液 364☓10^15 2600 36.4

6 東海再処理⾼レベル廃液 867☓10^15 6200 86.7
*六ケ所再処理⾼レベル廃液についてSr90濃度は⾮公開、Cs137濃度
を基に東海・セラフィールドの廃液組成⽐から推定



原爆・原発事故と再処理⾼レベル廃液の⽐較
• セシウム137について⽐較（再処理⼯場は2013.2.1現在の値）

※ ウラルの核惨事またキシュテム事故とも⾔う。セシウム137の環境放出量の記載はないがSr90の
量が出ており同程度の放射能放出であったと仮定すると（東海廃液やセラフィールド廃液の組成濃度は
Cs137＞Sr90である）上記のようになる。「アトミカ（キシュテム事故）09-03-02-07」

※ マヤーク核施設事故（放出） 2.0☓10^16                                       225              1.3        

29
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https://www.rwmc.or.jp/library
/file/pocketbook2001.pdf
42ページ
（財）原⼦⼒環境整備促進・資
⾦管理センター発⾏

七つ森書館発⾏定価3090円 DAYS JAPAN 発⾏2322円

参
考
に
し
た
本
や
ホ
ổ
ム
ペ
ổ
ジ

美浜の会HP， 三陸の海・岩⼿の会HP
原⼦⼒規制委員会審査会資料，参議院質問主意書等
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